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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 X 25002：0000 
 (ISO/IEC 25002：2024) 

システム及びソフトウェア技術－システム及びソフ

トウェア製品の品質要求及び評価（SQuaRE）－品

質モデルの概観及び利用法 
Systems and software engineering － Systems and software Quality 

Requirements and Evaluation (SQuaRE) － Quality model overview and 
usage 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 25002 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

様々な組織の機能及び個人の活動は，情報システム及び IT サービスによって遂行されることがますま

す増加している。それゆえ，高品質な情報システム及び IT サービスは，利害関係者に価値を提供し，悪影

響を及ぼす可能性を回避するために，不可欠である。残念ながら，従来，品質保証は主に機能的な要求事

項に焦点を当てており，システム及び／又は製品の非機能的な属性には，ほとんど注意を払ってこなかっ

た。情報システム及び IT サービスの全ての品質属性についての包括的な仕様化，設計及び評価は，利害関

係者への情報システムの価値を最適化するために極めて重要である。 

特定の種類の情報システムに関連する品質特性の包括的な仕様は，品質モデルで表現される。品質モデ

ルは，要求事項の定義，評価，並びに妥当性確認及び／又は検証を支援する客観的な基盤として使用可能

である。品質特性及びそれらの測定に関する国際的な合意を確立することによって，SQuaRE ファミリー

の規格は，情報システム及び IT サービスの，信頼性の高い世界規模での開発及び提供のための枠組みを提

供する。 

この規格は，JIS X 25010，ISO/IEC TS 25011，JIS X 25012，JIS X 25019 及び今後発行される他の SQuaRE
品質モデルを解釈し，使用するための指針を提供することを意図している。SQuaRE ファミリーの品質モ

デルは，情報システム，ICT 製品，データ及び IT サービスが，持続可能な開発目標（SDGs）の目標 4，目

標 9 及び目標 11 を達成する上で，その役割を遂行する能力をもつ証拠を提供するために使用される，品質

測定量及び評価プロセスの開発をガイドすることが可能である。 

この規格は，SQuaRE 品質モデルの構造を紹介し，それらを開発するための要求事項を提供する。この

規格では，品質モデル部門（JIS X 2501n）内の SQuaRE 品質モデルが，情報システムのライフサイクルに

わたる品質関連の活動をガイドするために，他の SQuaRE 規格と組み合わせてどのように使用できるかを

説明する。これらの品質モデルは，利害関係者の要求事項を満たすために，情報システム及び IT サービス

の品質を評価するための測定量の開発をガイドすることが可能である。これらのモデルは，全ての利害関
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係者に理解されることができ，かつ，製品の要求事項の定義で考慮されることが望ましい品質特性を記述

するための，共通言語を提供する。それらは，対象実体の品質特徴を評価するために，品質特性の標準的

な定量的測定量を定義するための基礎も提供する。 

情報システムの複雑さは，現代のデジタル技術の登場によって飛躍的に増大している。この複雑さは，

非機能的な要求事項及び品質の重要性を高めている。SQuaRE 品質モデルは，信頼でき，かつ，利用者を

満足させる現代のデジタル技術の開発をガイドするために役立つ可能性がある。 

この規格は，次の部門で構成される SQuaRE ファミリーの規格の一部分である。 

－ 品質管理部門 

－ 品質モデル部門 

－ 品質測定部門 

－ 品質要求部門 

－ 品質評価部門 

－ SQuaRE 拡張部門 

図 1（JIS X 25000 から改編）に，SQuaRE ファミリー規格の構成を示す。類似の規格は，部門にグルー

プ化される。それぞれの部門は，システム及びソフトウェア製品品質を確保するための異なった機能の実

行に関する手引及び資料を提供する。 

 

 

図 1－SQuaRE ファミリーの規格の構成 

SQuaRE ファミリーの各部門には，次のものがある。 

－ ISO/IEC 25000（JIS X 25000）～ISO/IEC 25009 品質管理部門 この部門の規格は，SQuaRE ファミ

リーの全ての他の規格から参照される，全ての共通のモデル，用語及び定義を規定する。この部門は，

ソフトウェア製品の品質の要求事項，仕様及び評価の管理を担当する支援機能に対する要求事項及び

手引も提供する。品質モデルの使用のための実用的な手引も提供する。 

－ ISO/IEC 25000（JIS X 25000） SQuaRE の指針 

－ ISO/IEC 25001（JIS X 25001） 計画及び管理 

－ ISO/IEC 25002（JIS X 25002） 品質モデルの概観及び利用法 

－ ISO/IEC 25010（JIS X 25010）～ISO/IEC 25019（JIS X 25019） 品質モデル部門 この部門の規格は，

品質要求部門
2503n

品質モデル部門
2501n

品質管理部門
2500n

品質測定部門
2502n

品質評価部門
2504n

拡張部門 25050～25099
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コンピュータシステム及びソフトウェア製品，データ，IT サービス及び利用時品質に関する詳細な品

質モデルを提供する。 

－ ISO/IEC 25010（JIS X 25010） 製品品質モデル 

－ ISO/IEC TS 25011  Service quality model（サービス品質モデル） 

－ ISO/IEC 25012（JIS X 25012） データ品質モデル 

－ ISO/IEC 25019（JIS X 25019） 利用時品質モデル 

－ ISO/IEC 25020（JIS X 25020）～ISO/IEC 25029 品質測定部門 この部門の規格は，品質測定の枠組

み，品質測定量の数学的な定義，及び適用のための実用的な手引を含む。製品の内部特徴及び外部特

徴，データ，IT サービス及び利用時品質のための品質測定量の例を提供する。製品の内部特徴及び外

部特徴のための品質測定量の基礎となる品質測定量要素（QME）を定義し，提供する。 

－ ISO/IEC 25030（JIS X 25030）～ISO/IEC 25039 品質要求部門 この部門の規格は，品質モデル及び

品質測定量に基づいた品質要求事項の仕様化に役立つ。これらの品質要求事項は，開発する情報シス

テム及び IT サービスの品質要求事項を引き出すプロセスで使用可能であり，又は評価プロセスの入

力としても使用することが可能である。 

－ ISO/IEC 25040（JIS X 25040）～ISO/IEC 25049 品質評価部門 この部門の規格は，評価者，取得者

又は開発者のいずれかが実施する，ソフトウェア製品評価のための要求事項，推奨事項及び手引を提

供する。評価モジュールとして測定量の文書化のための手引も提供する。 

－ ISO/IEC 25050～ISO/IEC 25099 SQuaRE 拡張部門 これらの規格は，現在のところ，既製ソフトウ

ェア製品（RUSP）（JIS X 25051）に対する品質要求事項及び試験に対する指示，ユーザビリティの報

告書のための産業共通様式（CIF）（JIS X 2506n），並びに，クラウドサービス及び人工知能のような

新技術のための品質モデル及び測定量を含んでいる。 

SQuaRE 規格は，JIS X 0170，特に，品質要求事項の仕様化及び評価のためのプロセスと組み合わせて使

用することが可能である。JIS X 25030 は，品質モデルをシステム及びソフトウェア品質要求事項にどのよ

うに使用可能であるかを説明しており，JIS X 25040 は，品質モデルをシステム及びソフトウェア品質評価

にどのように使用可能であるかを説明している。 

SQuaRE 規格は，次を提供するために，ソフトウェアプロセスアセスメントに関する ISO/IEC 33000（JIS 
X 33000）ファミリーの規格と組み合わせて使用することも可能である。 

－ 顧客－供給者プロセスにおけるソフトウェア製品の品質定義の枠組み 

－ 品質のレビュー，検証及び妥当性確認の支援，並びに定量的品質特性の確立の枠組み 

－ 管理プロセスにおける，組織の品質目標を設定するための支援 

SQuaRE 規格は，次を提供するために，JIS Q 9001（品質保証プロセスに関する規格）と組み合わせて使

用することが可能である。 

－ 品質目標を設定するための支援 

－ 設計のレビュー，検証及び妥当性確認のための支援 

1 適用範囲 

この規格は，品質特性及び品質副特性から構成される品質モデルを定義するための枠組みを規定する。

特に，この規格は次を提供する。 

－ 品質モデルの概念 
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－ 品質モデルの構造及び意味 

－ 品質モデルと，測定，要求定義及び評価を含むその他の概念との間の関係 

－ 品質モデルを利用するための指針，要求事項及び例 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO/IEC 25002:2024，Systems and software engineering — Systems and software Quality Requirements 

and Evaluation (SQuaRE) — Quality model overview and usage（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

ISO 及び IEC は，次に示すサイトにおいて，標準化用途の用語データベースを保守している。 

－ ISO Online browsing platform https://www.iso.org/obp 

－ IEC Electropedia https://www.electropedia.org/ 

3.1 
属性（attribute） 

人手又は自動的な手段によって，定量的又は定性的に区別できる，実体に固有の特徴又は特性 
（出典：JIS X 25000:2017 の 4.1 を変更。注記を削除） 

3.2 
構成要素（component） 

特定の分析レベルで検討される，部品又はソフトウェアモジュールのような，システム（3.29）内で個

別的構造をもつ実体 

注釈 1 ICT 製品（3.8）は，サブ ICT 製品，ハードウェア，ファームウェア，通信インフラストラクチ

ャ，ソフトウェア，ソフトウェアの構成要素，及びデータを含む複数の実体から構成される。 
（出典：JIS X 0164-5:2019 の 3.36 を変更。“ソフトウェアコンポーネント”を“構成要素”に置き換

え。元の注釈 1 を新しい注釈 1 に置き換え） 

3.3 
利用状況（context of use） 

利用者（3.31），仕事，装置（ハードウェア，ソフトウェア及び資材），並びに製品（3.15）が使用され

る物理的及び社会的環境 
（出典：JIS X 25000:2017 の 4.2） 

3.4 
データ品質（data quality） 

明示された状況下で使用するとき，明示的ニーズ及び暗黙のニーズを満たすデータの特性の能力 
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（出典：JIS X 25000:2017 の 4.5 を変更。“データの特性が満足する度合い”を“満たすデータの特性の

能力”に変更） 

3.5 
開発者（developer） 

システム（3.29）又はソフトウェアのライフサイクルプロセスを通して，開発作業［要求事項（3.25）
分析，設計，テストから受入れまでを含む。］を遂行する個人又は組織 

（出典：JIS X 25000:2017 の 4.6） 

3.6 
直接利用者（direct user） 

製品（3.15）と直接インタラクションを行う人 

注釈 1 直接利用者は，システム（3.29）を使用して自身の目標を達成する一次利用者（3.31）及び二次

利用者（コンテンツ提供者，システム管理者，システム運営者，運用操作者，設置者など）を

含む。 

3.7 
評価者（evaluator） 

評価を行う人又は組織 
（出典：JIS X 25000:2017 の 4.10） 

3.8 
ICT 製品（ICT product） 

情報通信技術（ICT）を使用し，情報システム（3.10）の一部となることがある製品（3.15） 

注釈 1 ICT 製品は，他の ICT 製品（サブ製品）を構成することがあり，場合によっては ICT 製品の構

成要素（3.2）もそれ自体が ICT 製品とみなされることがある。ICT 製品の例には，コンピュー

タハードウェア，ソフトウェア製品（3.15）及びデータを含む。 

注釈 2 ICT 製品とは，一つ以上の技術構成要素（例えば，クラウド，インターネット，データ，マル

チメディア，通信，ハードウェア，ファームウェア，ソフトウェア，ミドルウェア）を組合せ

たもので，現代のコンピューティングを可能にし，人々及び組織がデジタルの世界でインタラ

クションを行い，運用操作を可能にするものである。 

注釈 3 ICT 製品には，通信及びデータから独立した，人，機械，インフラストラクチャ及びその他の

設備は含まれない。ICT 製品には，センサ及び通信機能が組み込まれたハードウェアは含まれ

るが，利用者（3.31）は含まれない。 

注釈 4 データシート，利用者マニュアル，インストールマニュアル，運用ガイド，コンフィギュレー

ションガイドなどの多くの成果物は，ICT 製品及び ICT 製品を構成する情報システムの品質に

寄与するが，成果物自体は ICT 製品ではない。 
（出典：JIS X 25030:2021 の 3.8 を変更。元の注釈 1 を削除。新たに四つの注釈を追加） 

3.9 
間接利用者（indirect user） 

システム（3.29）から出力を受け取るが，システムと直接インタラクションを行わない人 

例 事業管理者，取得者，製品管理者 

3.10 
情報システム（information system） 



6 
X 25002：0000 (ISO/IEC 25002：2024) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

ソフトウェア，ハードウェア，通信設備，データ，それら及び所定の（利用者及びシステム）環境で，

情報処理のニーズ（目標）を満たすために情報システムを使用する人［利用者（3.31）］から成るシステ

ム（3.29） 

注釈 1 情報システムは，他の電気機械製品（3.15）及びその利用者を含む，より大きなシステムの一部

となることが可能であるが，この規格は，ICT 製品（3.8）が情報システムの一部である利用者

と直接関係がある場合にだけ，これらの構成要素（3.2）をそのシステムの利用状況（3.3）の一

部とみなす。しかし，品質属性（3.1）の多くは，これらの大規模なシステム オブ システムズ

（SoS）にも適用可能である。 

注釈 2 利用時品質（3.18）モデルは，システムの振る舞いに関する利用者の期待を表すガイドとして

利用可能である。 

注釈 3 利用時品質の利用者には，直接利用者（3.6）及び間接利用者（3.9）が含まれる。利用時品質は，

直接利用者に適用するときは“効果”に見え，他の利害関係者（3.26）に適用するときは“影響”

に見える。 
（出典：JIS X 25030:2021 の 3.10 を変更。“（利用者）”，“（利用者及びシステム）”，“（目標）”を追加。

元の注釈 1 を削除。三つの新しい注釈を追加） 

3.11 
IT サービス（IT service） 

個々の利用者（3.31）又はビジネスが達成したい結果を得られるよう手助けすることで，利用者又はビ

ジネスに価値を提供するために，IT システム（3.29）をツールとして利用するサービス 

注釈 1 利用者は，顧客及びサービス提供者を含む。 
（出典：ISO/IEC TS 25011:2017 を変更。併記されていた用語“情報技術サービス（information 

technology service）”を削除。元の注釈 1 を新しい注釈 1 に置き換え） 

3.12 
IT サービスシステム（IT service system） 

IT サービス（3.11），及び利用者サービスニーズを満たすように所与の（利用者）環境で IT サービスを

利用する人々［利用者（3.31）］から構成されるシステム（3.29） 

3.13 
IT サービス品質（IT service quality） 

明示された状況下で提供されるとき，明示的品質ニーズ及び暗黙の品質ニーズを満たす IT サービス

（3.11）の能力 

注釈 1 この定義は，JIS Q 9000:2015 の品質定義とは異なる。主な理由は，JIS Q 9000 の品質定義が要

求事項（3.25）の満足に言及している一方で，IT サービス品質の定義は明示的ニーズ及び暗黙

のニーズの充足に言及しているためである。 

注釈 2 一般的に，利用者（3.31）は，提供に関する要求事項だけを満たす IT サービスを高品質の IT サ

ービスとはみなさない。品質は，関連する制約及び条件の下で，期待を満たし，さらに上回る

ことに関係する。 
（出典：ISO/IEC TS 25011:2017 の 3.3.10 を変更。“IT サービスが満たす程度”を“満たす IT サービスの

能力”に変更。“品質”を追加。“使用”を“提供”に変更。注釈 1 及び注釈 2 を追加） 

3.14 
保守者（maintainer） 

保守活動を実施する個人又は組織 
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（出典：JIS X 25000:2017 の 4.17 を変更。注記を削除） 

3.15 
製品（product） 

生産されたものであり，定量的に表すことが可能で，かつ，それ自体が最終アイテム又は構成要素

（3.2）アイテムのいずれかとして利用者（3.31）に提供可能な成果物 

注釈 1 この規格では，製品は情報システム（3.10）の一部である ICT 製品（3.8）を指す。ICT 製品の

構成要素には，サブシステム，ソフトウェア，ファームウェア，ハードウェア，データ，通信

インフラストラクチャ，及び ICT 製品の一部である他の要素が含まれる。 
（出典：JIS X 25030:2021 の 3.12 を変更。元の注釈 1 及び注釈 2 を新たな注釈 1 に置き換え） 

3.16 
製品品質（product quality） 

明示された状況下で使用するとき，明示的品質ニーズ及び暗黙の品質ニーズを満たすシステム（3.29）
又はその構成要素（3.2）の能力 

注釈 1 この品質の定義は，意味的に JIS Q 9000:2015 の品質の定義に類似している。このソフトウェア

品質の定義は，明示的ニーズ及び暗黙のニーズの満足に言及しているのに対し，JIS Q 9000 の

品質定義は，“明示されている，一般的に暗示されている又は義務付けられているニーズ又は期

待値”として定義された要求事項（JIS Q 9000:2015 の 3.6.4）の満足に言及している。 

注釈 2 製品品質モデルとは，JIS X 25010 で定義されたシステム及びソフトウェア製品の品質モデルを

指す。 

注釈 3 一般的に，利用者（3.31）は，要求事項だけを満たすシステム（3.29）を高品質のシステムとは

みなさない。品質は，関連する制約及び条件の下で，期待を満たし，さらに上回ることに関係

する。 
（出典：JIS X 25020:2021 の 3.17 を変更。併記されていた用語“システム及びソフトウェア製品品質

（system and software product quality）”という用語を削除。“システム及び／又はソフトウェア”は“システ

ム又はその構成要素”に置き換え。“暗黙のニーズ”を“暗黙の品質ニーズ”に置き換え。注釈 1 及び注釈 3
を追加） 

3.17 
品質特性（quality characteristic） 

ICT 製品（3.8）又は情報システム（3.10）の品質に関係する，品質属性（3.1）の分類 

注釈 1 品質特性は更に品質副特性（3.24）に分解することが可能である。特性は，一般的に，利害関係

者（3.26）にとって関心のある品質の一側面を表す一方で，品質副特性は，品質特徴（3.22）へ

の対応付けに役立つような個々の側面に，品質特性を細分化することが可能である。 
（出典：JIS X 25000:2017 の 4.34 を変更。用語を“ソフトウェア品質特性”から“品質特性”に置き換

え。定義をより広い範囲の製品及びシステムに適用するように変更。元の注記を新しい注釈 1 に置き換

え） 

3.18 
利用時品質（quality-in-use） 

システム（3.29）又は製品（3.15）が，明示された利用状況（3.3）において利用されるとき，利害関係

者ニーズ（3.27）を満足させ，又はそれを超えて，明示された有益な目標又は成果を達成する程度 

注釈 1 有益な目標は，経済的，環境的，組織的及び社会的リスクが管理された，あらかじめ定義され

た条件下で，到達目標として明示することが可能である。 
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注釈 2 利用時品質（3.18）モデルは，システムの振る舞いに関する利用者（3.31）の期待を表すガイド

として利用可能である。 

注釈 3 利用時品質の利用者には，直接利用者（3.6）及び間接利用者（3.9）が含まれる。利用時品質は，

直接利用者に適用するときは“効果”に見え，他の利害関係者（3.26）に適用するときは“影響”

に見える。 

3.19 
品質測定量（quality measure） 

品質測定量要素（3.20）の複数の値の測定の関数として定義された導出測定量 

注釈 1 品質測定量は，ICT 製品（3.8）又は情報システム（3.10）において導出された特徴と考えるこ

とが可能である。 

注釈 2 固有（構造）の品質測定量は，ICT 製品又は情報システムの構造的な特徴を定量化する一方，

振る舞いに対する品質測定量は，システム全体及び利用状況（3.3）におけるその振る舞いとし

て ICT 製品又は情報システム全体の識別及び測定が可能な品質特徴を定量化する。 
（出典：JIS X 25021:2014 の 4.13 を変更。注釈 1 及び注釈 2 を追加） 

3.20 
品質測定量要素（quality measure element） 

特徴及び特徴を定量化するための測定方法（任意で数学関数による変換を含む。）に関して定義した測

定量 
（出典：JIS X 25020:2021 の 3.14 を変更。略語“QME”及び注釈 1 を削除） 

3.21 
品質モデル（quality model） 

品質要求事項（3.23）の仕様化及び品質評価のための枠組みを提供する，特性（3.17）の定義された集

合及び特性間の関係の定義された集合 
（出典：JIS X 25000:2017 の 4.27） 

3.22 
品質特徴（quality property） 

一つの品質測定量要素（3.20）に関連し，一つの測定方法を用いて定量化できる対象実体（3.30）の特

徴 

注釈 1 品質特徴は，品質の測定又は定性的なフィードバック提供のいずれかにおいて使用することが

可能である。 

注釈 2 “品質特徴”という用語は，品質を説明する際の“定量化のための特徴”という用語と同じと

みなされる。それゆえその定義は，元々JIS X 25020:2021 の 3.11 の“定量化のための特徴”と

いう言葉と同じである。 

3.23 
品質要求事項（quality requirement） 

ICT 製品（3.8），データ又はサービスが使用される目的から生じるニーズを満たすような，ICT 製品，

データ又はサービスの，品質特徴（3.22）又は属性（3.1）に対する要求事項（3.25） 
（出典：JIS X 25030:2021 の 3.15 を変更。注釈 1 を削除） 

3.24 
品質副特性（quality sub-characteristics） 
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品質特性（3.17）の固有のある側面を表す一つ以上の品質特徴（3.22）の組 

3.25 
要求事項（requirement） 

ニーズ並びにそれに付随する制約及び条件を変換する又は表現する文 
（出典：JIS X 0170:202x の 3.36） 

3.26 
利害関係者（stakeholder） 

システム（3.29）について，又はニーズ及び期待を満たす特性をもつことについて，権利，持分，請求

権又は関心をもっている個人又は組織 

例 利害関係者には，顧客，利用者（3.31），開発者（3.5），保守者（3.14），システムインテグレータ，

ビジネスアナリスト，ベンダ及び取得管理者，製品管理者，事業管理者及び責任組織，独立した評

価者（3.7），データ所有者，IT サービス（3.11）提供者，トレーナ，監査員，規制機関，並びにその

システムによって影響を受ける他の人々を含む。 

注釈 1 利害関係者は，利害関係者間で互いに相反する利害関係のある関心，又は対象システムと相反

する利害関係のある関心をもつ場合がある。 
（出典：JIS X 0170:202x の 3.44 の例を変更） 

3.27 
利害関係者ニーズ（stakeholder need） 

特定の利用状況（3.3）の中で暗黙に又は明示的に示されている，意図した結果を達成するために，利

害関係者（3.26）又は利害関係者の集合にとって必要と特定された前提条件 

3.28 
副副特性（sub-sub-characteristic） 

対象実体（3.30）の品質属性（3.1）をより詳細に表現するために，品質モデル（3.21）の利用者

（3.31）が設定した品質副特性（3.24）の細分化 

3.29 
システム（system） 

部分又は要素がまとまって，個々の構成要素にはない明示された振る舞い又は意味を示すような，部分

又は要素の配置 

注釈 1 システムは，製品又はそれが提供するサービスとみなされることがある。 

注釈 2 実際には，その意味の解釈は，例えば，航空機システムなど，関連する名詞の使用によって明

確にされることが多い。別の表現では，“システム”という語は，単に文脈に依存する同義語（例

えば，航空機）で置き換えられるが，システムの観点を曖昧にする可能性がある。 

注釈 3 完成したシステムは，それが意図された環境においてシステム自体を十分に利用するために必

要な程度まで運用及び支援に必要とされる，関係する機器，設備及び施設，資材，コンピュー

タプログラム，ファームウェア，技術文書，サービス及び要員の全てを含む。 

（出典：JIS X 0170:202x の 3.46） 

3.30 
対象実体（target entity） 

その情報が保持され，かつ，測定が必要である，利用者（3.31）に関連する基本的事項 
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注釈 1 対象実体には，JIS X 25010 の ICT 製品（3.8）及びそれらの構成要素（3.2），ISO/IEC TS 25011
の IT サービス（3.11），並びに JIS X 25012 のデータが含まれる。 

（出典：JIS X 25021:2014 の 4.17 を変更。“必要とする”を“必要である”に変更。注釈 1 を追加） 

3.31 
利用者，ユーザ（user） 

利用中，システム（3.29）とインタラクションを行う又はシステムから便益を得る，個人又はグループ 

注釈 1 直接利用者（3.6）は，システムとインタラクションを行い，直接利用者及び間接利用者（3.9）
はシステムから便益を得ることがある。 

（出典：ISO/IEC/IEEE 15939:2017 の 3.40 を変更。注釈 1 を追加） 

3.32 
妥当性確認（validation） 

客観的証拠を提示することによって，特定の意図された用途又は適用に関する要求事項（3.25）が満た

されていることを確認すること 

注釈 1 妥当性確認のために必要な客観的証拠は，テストの結果，又は別法による計算若しくは文書レ

ビューのような他の形の確定の結果である。 

注釈 2 “妥当性確認済み”という用語は，妥当性確認が済んでいる状態を表すために用いられる。 

注釈 3 妥当性確認のための使用条件は，実環境の場合又は疑似環境の場合がある。 
（出典：JIS Q 9000:2015 の 3.8.13） 

3.33 
検証（verification） 

客観的証拠を提示することによって，明示した要求事項（3.25）が満たされていることを確認すること 

注釈 1 検証のために必要な客観的証拠は，インスペクションの結果，又は別法による計算若しくは文

書レビューのような他の形の確定の結果であることがある。 

注釈 2 検証のために行われる活動は，適格性プロセスと呼ばれることがある。 

注釈 3 “検証済み”という用語は，検証が済んでいる状態を示すために用いられる。 
（出典：JIS Q 9000:2015 の 3.8.12） 

4 略語 

ICT  情報通信技術（information and communication technology） 

IT  情報技術（information technology） 

5 SQuaRE 品質モデルの利用の指針 

SQuaRE の品質モデル部門及び拡張部門における品質モデルは，この規格に列挙された品質モデル構造

に沿っている。品質モデル部門及び拡張部門の SQuaRE 品質モデルは，品質測定部門の品質測定量で定量

化するための基礎を提供するように，品質特性及び副特性の構造で詳細化されている。 

SQuaRE 品質モデルの利用者は，品質モデルを特定の用途のために解釈及び修正する場合，次の指針に

従うことが望ましい。 

－ 品質モデル：品質モデル部門及び拡張部門で提示されている品質モデルが，ニッチな製品，サービス
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又は利用状況への適用のために修正される場合，修正されるモデルは，既存の品質モデル部門及び拡

張部門の品質モデルで定義されているように，関連する品質特性を採用することが望ましい。ニッチ

な適用のための品質特性及び副特性の修正及び解釈は，文書化することが望ましい。 

－ 品質特性：特定の情報システム又は利用状況に対する品質特性の解釈は，品質モデル部門又は拡張部

門の関連する品質モデルにおける品質特性の定義と概念的に異ならない方がよい。 

－ 品質副特性：品質モデルが特定の ICT 製品に適用される場合，品質副特性の定義は，固有の利害関係

者の要求事項，ICT 製品の特徴又はその利用状況に合うように変更又はカスタマイズされてもよい。

修正された副特性は，文書化することが望ましく，関連する品質モデルの副特性の定義と概念的に一

致することが望ましい。修正された品質モデルの適用において追跡可能性及び一貫性を支援するため

に，副特性に対する解釈及び修正は，特定の利用状況において修正された品質モデルの利用，適用又

は解釈のために，局所的に作成された全ての指針の中に文書化されることが望ましい。選択，ベンチ

マーク又は妥当性確認のような目的のためにモデルから導出した測定量を用いた結果を報告する任意

の文書に，解釈及び修正も含めることが望ましい。 

6 品質モデルの概観 

品質モデルは，品質要求事項の定義及び対象実体の品質特徴の評価に利用することが可能な品質測定量

によって定量化される特性及び副特性の集合である。それぞれの品質モデルは，品質要求事項を仕様化し，

対象実体の能力を測定する枠組みを提供する。SQuaRE 品質モデルは，全ての種類の対象実体及び利害関

係者に適用するように設計されている。これらのモデルは，対象実体の品質特徴を，複数の利害関係者の

ために優先順位付け，定義，測定，評価及び管理することができる，様々な品質特性及び副特性に分類す

る。品質特性は，利害関係者ニーズ及び目標から導出される品質要求事項の定義をガイドするために使用

することが可能である。 

品質モデル部門に含まれる品質モデルは，ビジネス及び IT の利害関係者に提供できるように，対象実体

に関する定量的評価及び定性的評価の両方並びにフィードバックを可能にする。品質モデルは，品質要求

事項を仕様化する（品質要求部門），品質測定を確立する（品質測定部門），及び品質評価を実施する（品

質評価部門）ために使用される。 

品質モデルは，対象実体の品質特徴に関連する品質特性及び副特性を含んでいる。したがって，これら

の品質モデルの品質特性は，品質要求事項が満たされているかどうかの包括的な評価を確実にするための

チェックリストを作成するために使用することが可能である。これらの評価は，システム開発，統合，保

守及びその他のライフサイクルプロセスへのフィードバックを提供する。 

品質モデルは，最初から開発されるもの，既製品で取得されるもの，ベンダシステム上でカスタマイズ

されるもの，オープンソースから統合されるもの，又は保守若しくは機能拡張が必要な運用中のものとい

うような，対象実体に対して適用することが可能である。品質モデルは，全ての ICT 製品及び IT サービ

スの品質特徴に適用されるため，開発手法に依存しない。したがって，品質特性及び副特性の測定量は，

幅広い ICT システム及び IT サービスに対する利害関係者ニーズ及び要求の満足性を定量化するために役

立つ可能性がある。運用中の対象実体とともに使用される場合，品質モデルから導出された測定量は，対

象実体が利害関係者に与える効果を定量化する。 

7 品質モデルの枠組み 

7.1 品質モデルの構造 
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SQuaRE ファミリー規格の SQuaRE 品質モデルは，次の構造的属性を示す。 

－ 品質モデルは，成果物の関係の強い領域を表す，明確に定義された対象実体に焦点を当てている。 

－ 品質モデルは，対象実体の測定可能な品質特徴を全体として含むような品質特性の集合から構成され

る。 

－ 品質特性の属性の数又は複雑度がそれを説明する場合，品質特性は，その品質特性に通常関連する品

質属性の範囲を全体として含む品質副特性の集合に分割される。 

－ 対象実体に関する品質特性に関連する品質副特性は，対象実体に関連する測定可能な品質特徴の全て

の集合を対象にする。 

－ 可能な限り，品質副特性は，対象実体の品質特徴を定量化する上で，相互に排他的な測定量と関連付

けられる。 

－ それぞれの品質特性又は品質副特性は，定義及び計算方法が品質測定部門に記述されている一つ以上

の品質測定量に関連付けられている。 

場合によっては，特定の利用状況に適用するために，一つの副特性をより細かい粒度で表現する必要が

あることがある。このような場合，副特性は，特定の用途のために文書化される副副特性に分割してもよ

い。しかし，副副特性は，特定の利用シナリオにおいてだけ定義されるため，品質モデル部門の品質モデ

ル規格の要素としては含まれない。副副特性は，利用状況における副特性に関連する測定可能な品質特徴

の全領域を網羅的に含む。また，副副特性は，関連する副特性に関係する品質特徴を対象にする際に相互

に排他的である。各副副特性について，利用状況に適した測定量を定義することが可能である。 

図 2 は，SQuaRE 品質モデルの構造及び異なるモデル要素間の関係を示す。それぞれの SQuaRE 品質モ

デルは，ICT 製品，IT サービス，又はデータのような対象実体のクラスに焦点を当てている。SQuaRE 品

質モデルは，対象実体の品質特性を構造的に表現する。これらの品質特性は一つ以上の副特性に分解でき，

各副特性は一つ以上の品質測定量で測定可能である。例えば，ICT 製品の品質特徴は，利害関係者の要求

事項に関連する品質特性及び副特性に関係する品質測定量で定量化することが可能である。 
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図 2－品質モデル部門の品質モデルの構造 

注記 図 2 の“測定量”の側面に関する更なる詳細は，品質測定部門の規格に記載されている。 

品質特性及び副特性は，対象実体の能力に影響を与える様々なニーズ及び品質要求事項を表現する。こ

れらの特性及び副特性は，品質測定部門に記載されているように品質測定量で測定可能である。品質モデ

ルの特性及び副特性は，対象実体の全ての種類に共通であるが，その重要性は，評価中の対象実体の特定

の種類に依存することがある。一部の品質特性及び副特性は，特定の種類の対象実体に対してだけ重要と

してもよい。ある品質特性を有効にすると，セキュリティ向上によるインタラクション容易性への悪影響，

又は性能効率性のためのソフトウェアの設計によってしばしば発生する複雑度の増加による保守性への悪

影響など，別の品質特性に影響を与えるようなトレードオフが発生する場合がある。 

品質特性及び副特性は，品質要求事項を満たしているかどうかを判断するため，システムの能力の評価

に使用される品質測定量に関連付けられる。品質モデル及びその測定量の利用者は，品質特性，副特性及

び測定量から評価中の対象実体の品質特徴への関係を定義し，追跡可能性を確立することが望ましい。こ

の追跡可能性によって，他の利害関係者は，対象実体がどのように評価されたか，定量的な結果をどのよ

うに解釈すればよいかを理解することが可能になる。品質モデルは，特定の利用状況において適用するた

めに，副特性のレベル（特性のレベルではない）で変更又はカスタマイズしてもよい。 

7.2 品質モデルの分類 

二つの主要な品質に対する視点がある。 

－ 利害関係者ニーズを満たすために必要な ICT 製品，データ又は IT サービスの品質（例えば，ICT 製品

セキュリティ） 

－ 特定の利用状況における利用者又は他の利害関係者に影響を与えるものとしての利用時品質（例えば，

対象実体の品質
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品質副特性 2.1 品質副特性 2.n
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インタラクションの満足性） 

ICT 製品の品質は，そのサブシステム及び構成要素の品質の影響を受ける。ICT 製品のソフトウェア又

はファームウェア構成要素は，ICT 製品全体と類似の品質特性を共有している。データ品質は ICT 製品の

品質に影響を与えるが，データ品質モデルは ICT 製品とは異なる品質特性の集合で定義される。したがっ

て，情報システム及び ICT 製品の品質への異なる寄与因子に対応するために，複数の品質モデルが必要で

ある。利用時品質モデル（JIS X 25019）は，特定の利用状況における利用者又は他の利害関係者に対する

情報システムの効果を記述した品質特性を含む。 

－ 製品品質モデル（JIS X 25010）は，ソフトウェア，ハードウェア，及び通信構成要素を組み込んだ ICT
製品に対する品質特性の集合を含み，ICT 製品の要求事項の仕様化，開発，及び ICT 製品の評価をガ

イドする。 

－ データ品質モデル（JIS X 25012）は，データ及びデータを管理する技術の品質特性の集合を含み，デ

ータの要求事項の仕様化，開発及び評価をガイドする。 

－ IT サービス品質モデル（ISO/IEC TS 25011）は，IT サービスの品質特性の集合を含み，IT サービスの

要求事項の仕様化，提供及び評価をガイドする。 

－ 利用時品質モデル（JIS X 25019）は，利用時の ICT 製品又は IT サービスの振る舞いの属性に関する

品質特性を含む。 

図 3 は，異なる品質モデルが情報システム又は IT サービスシステムの異なる構成要素にどのように適

用されるかを示す。これら品質モデルが組み合わさって，情報システム，ICT 製品，データ又は IT サービ

スの要求事項の仕様化，開発又は評価において，品質に関連する全ての側面が考慮されることを確実にす

るための枠組みとして機能する。しかし，各モデルにおいて品質特性に割り当てられる優先順位は，情報

システムが利用される状況に依存する。利用状況は，次を含む相互作用する要因の集まりで表現する。 

－ 利用者：システムを利用するタイプの人々 

－ 目標：システムを利用して達成する利用者の意図 

－ 利用者環境：利用者がシステムを利用している状況 

－ システム状況：利用されているシステムの特質及び技術的状況 
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図 3－品質モデル及びそれらの対象実体 

注記 1 矢印は，SQuaRE 品質モデルが適用される情報システム又は IT サービス内の対象実体を示す。 

注記 2 IT サービスが ICT 製品及びその構成要素を含まない場合，IT サービスはそれらと別に評価す

ることが可能である。 

注記 3 ハードウェア及び通信設備が ICT 製品の構成要素である場合，製品品質モデルは，ハードウェ

ア及び通信設備に対して間接的に適用される。 

注記 4 サービス提供システムは，利用者に IT サービスを提供するための情報システムであり，人，プ

ロセス，技術，設備及び情報を含む。 

7.3 品質モデル概念のオントロジー 

図 4 に示すように，品質モデルは，対象実体（ICT 製品，データ，又は IT サービス）及びその利害関係

者の体験（利用時品質）への効果に関連する品質の概念を表現するオントロジーの中に位置付けられる。

品質モデルは，品質要求事項に明示及びしばしば定量化される品質目標の定義を支援する品質特性及び副

特性から構成される。品質モデルの概念を対象実体に適用するプロセスは，利害関係者の目標及びニーズ

から品質要求事項を導出することによって開始される。これらの品質目標及びニーズは，情報システムに

備わっていると利害関係者が期待する，機能性及び運用属性を表す。品質要求事項は，利害関係者の品質

目標及びニーズから導出することが可能である。品質要求事項は，情報システムが品質特性に関して何を

どのように実行することが望ましいかを明示する。 

品質特性及び副特性は，品質測定量によって定量化が可能な品質目標の定義を支援する。品質目標は，

品質測定量の目標値を設定するために使用可能である。対象実体の能力が品質目標及び要求事項を満たす

ことを検証するために，品質測定量は，対象実体の品質特徴の測定に使用される。 

情報システム

ICT製品

データソフトウェア

ハードウェア及び通信設備

利用状況

利用者

利用者環境

目標

システム状況

製品
品質

モデル

データ
品質

モデル

利用時
品質

モデルITサービスシステム

ITサービス

サービス提供システム
ITサービス

品質
モデル

利用状況

利用者

利用者環境

目標

システム状況



16 
X 25002：0000 (ISO/IEC 25002：2024) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

  

図 4－品質モデル概念のオントロジー 

 

7.4 品質要求事項の優先度及び条件 

この品質モデルのオントロジー内では，利用状況の変動は，異なるシステム又はシステムの部分に対し

て異なる品質要求事項を優先順位付けを行うことが可能である。例えば，信頼性及びセキュリティのよう

な特定の品質要求事項は，全てのオンライントランザクションにおいて優先させることが可能である。保

守性，柔軟性，及び互換性に関連する品質要求事項は，企業 IT サービスに対して優先させることが可能で

ある。さらに，性能効率性及びインタラクション容易性のような他の品質要求事項も，ユーザインタフェ

ースに対して優先させることが可能である。品質要求事項は，異なる利用状況で条件付きにすることが可

能である。例えば，応答時間には，インターネット接続帯域幅又はアクセシビリティのニーズが異なる様々

な種類の消費者のニーズを明示するための条件付きの基準を含めることがある。IT サービスレベル契約に

は，異なるサブスクリプションレベルにおける復旧時間の制約のような条件付き品質要求事項を含めるこ

とが可能である。 

7.5 品質モデルの適用及び拡張 

情報システム及びその構成要素である ICT 製品は，システム オブ システムズ（SoS）として複雑な階層

構造になっている場合がある。システム全体の品質は，システムを構成するサブシステムに依存する。品

質モデルが適用される ICT 製品及び情報システムの境界は，ICT 製品の設計及び利用法並びに対象となる

利害関係者 品質
目標及びニーズ

品質要求事項

利用状況対象実体

品質特徴
又は影響

品質目標

品質
測定量

目標値

品質モデル

品質特性及び副特性

～によって
詳細化される

～を分類する
～を測定する

評価
する

～をもつ

～を条件とする～に定量化される

支援
する

～に対応付
けされる

～に対して
定義される

品質モデル関連

対象実体関連

測定関連

要求事項関連

利用関連

～を導出する

～によって定量化される

定義を

凡例



17 
X 25002：0000 (ISO/IEC 25002：2024) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

情報システムに適用可能な利用状況に依存する。品質モデルの適用方法も，対象となる利用者及びビジネ

スの利害関係者によって異なる。したがって，情報システムの一部は，利用状況に応じて測定される利用

時品質の対象実体とみなされる場合があるため，情報システムの全ての部分が製品品質モデルの対象実体

とみなされるわけではない。同様に，ICT 製品が含まれる大規模なシステムの一部の構成要素は，対象情

報システム又は ICT 製品の品質に直接関係する場合，その利用状況の一部となることがある。 

例 1 コンピュータベースの飛行制御システムを搭載した航空機の利用者は乗客であると定義する場合，

乗客が依存するシステムには，航空機乗務員，機体，及び飛行制御システムのハードウェア及び

ソフトウェアが含まれる。しかし，利用者は航空機乗務員であるとだけ定義する場合，航空機乗

務員が依存するシステムは，機体及び飛行制御システムだけで構成される。 

品質モデルの使用を単一の対象実体を超えて拡張する品質指針は，品質モデルの適用範囲を組織の一部

又は全体に拡大することが可能である。 

例 2 品質モデルの使用を製品ライン全体の全ての対象実体に拡張するための指針を開発することが可

能である。同様に，消費者組織は，取得又は構築する全ての ICT 製品に対して，エンタープライ

ズアーキテクチャ戦略又は顧客体験戦略の一部として共通の品質指針を確立することが可能であ

る。 

品質モデルは，技術及び使用パターンの進歩によって，新たな品質要求事項及び目標が求められる場合，

拡張されることが望ましい。 

例 3 認知システムにおいて，品質モデルの使用が知識システム領域に拡張されるとき，自己学習能力

及び自己学習速度は，品質モデルに追加可能な新しい副特性となることがある。 

利用時品質モデル（JIS X 25019）は，使用されている ICT 製品若しくは IT サービスの状況又は状態の

変化に対する応答性を含むように，修正又は拡張することが可能である。 

例 4 ICT 製品が使用されている環境が大気環境から宇宙環境に変わるとき，無重力状態の利用者，急

激に増加する重力加速度にさらされる利用者，長期間の孤立を経験する利用者，又は宇宙飛行に

特有のその他の条件を支援するために，新しい品質副副特性を開発することが可能である。 

8 品質モデルの利用法 

8.1 利害関係者 

情報システムのライフサイクルを通して，異なる利害関係者は，それぞれの責任及び役割に関連する異

なる品質目標をもつ。例えば，システムの機能適合性，インタラクション容易性及び性能効率性は，シス

テムの直接利用者にとって非常に重要である可能性がある。セキュリティ及び信頼性のような多くの側面

は，全ての利害関係者にとって重要である。 

品質モデルは，情報システムに関連する様々な利害関係者（利用者，業務機能，職種など）ごとに

異なる複数の目的に使用することが可能である。これらの利害関係者は，システム開発に関連する次

のカテゴリを含むが，これらに限定されない。 

－ 顧客及びビジネスの利害関係者：品質要求事項を明示し，これらのニーズをシステム要求事項に変換

するように，ビジネスアナリストと協働する。 

－ ビジネスアナリスト：システム開発への要求事項を引き出し，多くの場合，利害関係者ニーズ及び利

用状況に基づく非機能観点の品質要求事項を予測することが望ましい。 

－ ベンダ及び取得管理者：組織を代表して外部供給者を管理し，提供される ICT 製品の品質が品質目標
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及び契約上の合意事項を満たすことを確実にする。 

－ 規制当局：対象実体が特定の分野で満たすことを要求される規則，規制又は規格を策定する。 

－ 利用者：目標を達成するために対象実体を利用する。 

－ 社会：情報システムがその運用によって，環境，財務，安全又はコミュニティ内のその他の重大な結

果に影響を与える。 

－ アーキテクト，開発者，保守者及びシステムインテグレータ：情報システム又はそれらが組み込まれ

たシステム オブ システムズ（SoS）だけでなく，社内又は社外の顧客向けの ICT 製品の品質を設計，

実装，保守，測定，評価及び管理する。 

－ 製品管理者：顧客のニーズ及び目標を満たす ICT 製品を製造するために，開発及び保守の間，品質要

求事項及び期待に対処することを確実にする。 

－ 品質管理の専門家：品質の組織基準を確立し，品質目標達成のための ICT 製品のテスト及び評価を行

い，並びに場合によっては ICT 製品の生産／本番環境へのリリースを承認する。また，品質モデル，

品質測定量及びチェックリストを，利用状況に最も合ったものに適応及び拡張してもよい。 

－ 独立した評価者：開発組織から独立して情報システム及び ICT 製品の品質を評価する。 

－ ICT 製品の運用操作者：本番稼働中の ICT 製品の運用操作を監督し，運用中のインシデントに対応す

る。 

8.2 品質プロセス内での品質モデルの利用 

8.2.1 品質モデルの利用例への序論 

この箇条は，品質モデルを適用可能な五つの品質プロセスについて説明する。各品質プロセスについて，

ICT 製品，データ，IT サービス及び利用時品質の品質モデルをどのように適用できるかの例を示す。利害

関係者の品質目標を達成するために品質モデルを適用できる五つのプロセスには，次が含まれる。 

－ 品質要求事項の定義 

－ 品質エンジニアリング 

－ 品質評価 

－ 品質測定 

－ 品質管理 

次の五つの細分箇条の例は，品質が顧客の要求事項及び期待を満たす又は上回ることを確実にするため

に，SQuaRE 品質モデルがどのように組み合わされ，包括的なアプローチを形成するかを示す。 

8.2.2 品質要求事項の定義 

利害関係者ニーズは，品質目標を達成するために品質要求事項に変換されることが望ましい。ビジネス

アナリスト，利用者，取得管理者及び他の利害関係者が，この変換に関与することが可能である。品質要

求部門の規格は，品質モデル及び測定量に基づいて品質要求事項の仕様化に役立つ。品質要求事項は，品

質モデル部門の規格の品質モデルで定性的に定義することが可能で，品質測定部門の規格の品質測定量で

定量的に定義することが可能である。これらの要求事項を定量的に厳格に定義できるほど，利害関係者は，

システムが彼らのニーズを満たす能力について，より大きな確信をもつことが可能である。それぞれの品

質モデルは，内部で構築されるか，既成品で購入されるか，又は外部委託される情報システムの品質要求

事項の定義をガイドするために利用可能である。例を次に示す。 

－ ICT 製品の品質要求事項は，応答時間，不正利用からの保護，許容可能なダウンタイム，使用増加に
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伴う拡張の能力，又は他のシステムとの相互運用の能力に関連する測定可能な属性として文書化する

ことが可能である。 

－ データ品質要求事項は，データの正確性，アクセシビリティ又は追跡可能性について文書化すること

が可能である。 

－ IT サービスの品質要求事項は，情報システムを使用するサービスの継続性，専門性又は適応性につい

て文書化することが可能である。 

－ 利用時品質の要求事項は，システムの有効性，利用者の満足性，又はシステム利用による環境への影

響について文書化することが可能である。 

8.2.3 品質エンジニアリング 

アーキテクト，開発者，及び，ICT 製品のアーキテクチャ設計，設計，実装又は統合に関わる他の者は，

利害関係者の品質要求事項をシステム及びその利用において検証可能な品質特徴に変換することが望まし

い。利害関係者の品質要求事項は，情報システム及び ICT 製品が利害関係者の品質要求事項を満たすこと

を保証するための，アーキテクチャ，プラットフォーム，フレームワーク，設計及びコーディングの決定

に対する重要な入力である。しかしながら，ICT 製品の設計者及び構築者は，そのアーキテクチャ及びコ

ーディング特徴が，利害関係者の非機能的品質要求事項及び機能的品質要求事項を支えるために必要な構

造的基盤を提供するように設計されていることも確実にすることが望ましい。利害関係者の要求事項は，

設計及びコーディングの決定を導き，アーキテクチャ上のトレードオフを評価し，並びに利害関係者の要

求事項を満たすことを確実にするためにシステムに追加する方がよい構成要素を特定するように，品質特

性及び副特性の間の優先順位を作成する。例を次に示す。 

－ ICT 製品は，セキュリティ上の弱点を排除し，構成要素間の結合を減らすことで保守性を向上させ，

又はシステムへのフェールセーフ機構を実装することで安全性を向上させることによって，セキュリ

ティを向上させるように設計及び実装することが可能である。 

－ データは，効率的かつ安全な処理をサポートするように構造化し，完全性について自動的にチェック

し，又はより広範囲の利害関係者がアクセス可能な形式で提示することが可能である。 

－ IT サービスは，サービスを依頼者向けにカスタマイズ可能なようにサービス提供者と協力して設計す

ること，中断後に迅速に回復すること，及び最小限の労力で習得することが可能である。 

－ ICT 製品及び IT サービスは，効率的な運用，ビジネスの成果の最適化及びユーザエクスペリエンス

（ユーザ体験）の充足のために設計することによって，利用時品質を向上させるように構築すること

が可能である。 

8.2.4 品質評価 

品質保証の専門家，受入れテスト担当者，独立した評価者，取得管理者及び他の利害関係者は，テスト

ケースの設計及び一連の品質保証手順を実施することが可能である。品質評価部門の規格は，ICT 製品及

び IT サービスが機能的及び非機能的の両面でシステムの全ての品質要求事項を満たすことを確実にする

ために，品質評価プロセスについて要求事項及び推奨事項を提供する。品質特性及び副特性の全ての組合

せが検証及び妥当性確認されることを保証するために，品質評価プロセスは，品質特性及び副特性の全て

の組合せが検証及び妥当性確認されることを保証するために機能テスト，静的解析及び動的解析，侵入テ

スト，ユーザラボ，正当性の証明，利用者受入テスト，運用評価，並びにシステムの品質要求事項が満た

されることを保証するために選択されたその他の技法の組合せを採用することが可能である。各品質モデ

ルは，情報システムの品質属性を完全に実行及び評価するテストスイートの組立をガイドすることが可能

である。例を次に示す。 

－ ICT 製品品質の非機能的で構造的な属性は，コードの静的解析，侵入テスト及び負荷テストを通じて
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評価することが可能である。これによって，システムを停止させる可能性のある信頼性の欠陥，デー

タへの不正アクセスを可能にするセキュリティぜい（脆）弱性，又は高負荷処理時に効率性の問題が

ないかを判断することが可能である。 

－ データ品質は，データの完全性，データの一貫性及びデータソースの信ぴょう（憑）性について，自

動及び手動によるデータの確認並びにデータソースの出所の決定を通じて評価することが可能である。 

－ IT サービス品質は，システムからの応答の適時性，顧客によるサービスのユーザビリティ又は様々な

利害関係者ニーズにどの程度対応できるかを，動的解析及びユーザビリティラボでの評価を通じて評

価することが可能である。 

－ ICT 製品及び IT サービスの利用時品質は，利用者が認識する有効性，利用者満足性及びビジネス上の

結果を総合評価するためのフォローアップの質問票，インタビュー又は他の評価方法で評価すること

が可能である。 

8.2.5 品質測定 

測定及び品質保証の担当者は，品質要求事項及び基準を満たしているかどうかを評価するための品質測

定量を選択するために，品質モデル部門の規格の品質モデルに基づく品質測定部門の品質測定規格を使用

することが可能である。これらの品質測定規格は，品質モデルにおける各品質特性及び副特性の測定量を

列挙している。測定及び品質保証の担当者は，品質測定規格を使用して，対象実体の品質特徴を評価する

のに最適な品質測定量及び測定方法の選択及び定義をガイドすることが可能である。例を次に示す。 

－ JIS X 25023 は，ICT 製品の品質特徴に関連する JIS X 25010 の品質特性及び副特性に対する測定量を

列挙している。この文書は，システムの可用性，モジュール性及びプラットフォーム間の移植性など

の特徴に対する，主に動作の測定量を定義する。JIS X 25023 の測定量は，共通ぜい（脆）弱性タイプ

一覧（cwe.mitre.org），MISRA（www.misra.org.uk），又は ISO/IEC 5055 の自動化されたソースコード

品質測定量に基づく構造的製品測定量によって補うことが可能である。 

－ JIS X 25024 は，データの品質特徴に関連する JIS X 25012 の品質特性及び副特性に対する測定量を列

挙している。この文書は，データの完全性，一貫性及び正確性のような品質特徴に関連する測定量の

定義をガイドすることが可能である。 

－ ISO/IEC TS 25025 は，IT サービスの品質特徴に関連する ISO/IEC TS 25011 の品質特性及び副特性の

測定量を列挙している。この文書は，IT サービスの信頼性，有形性，応答性及び適応性のような品質

特徴に関連する測定量の定義をガイドすることが可能である。 

－ JIS X 25022 は，ICT 製品及び IT サービスの利用時品質の特性に関連する JIS X 25019 の品質特性及び

副特性に関する測定量を列挙している。この文書は，利用者調査，健康への影響に関する臨床データ，

有効性に関するビジネスの成果データ，並びに ICT 製品及び IT サービスに関する類似の経験及び成

果から収集された利用時品質の測定量の定義をガイドすることが可能である。 

8.2.6 品質管理 

品質管理者（組織内の他の職位を含むことができる役割）は，開発及び運用の様々な段階にわたる情報

システムの品質を管理するように，品質モデルを使用することが可能である。品質管理者は，品質特性及

び副特性を使用して，目標の設定，意思決定，品質向上の追跡，ベンダの管理，成果の測定，技術的リス

クの総合評価及び他のマネジメント業務の支援を行うことが可能である。各品質モデルは，情報システム

の受入れ又は改善のために設定された品質目標から品質特性及び副特性の選択及び重み付けをするよう使

用することが可能である。例を次に示す。 

－ ICT 製品に関する品質評定，測定量及び過去の実績のような品質情報は，代替システム又は供給者の

選択，近代化（モダナイゼーション）を推奨するシステムの決定，システムへの資源配分，システム
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の廃止の決定，買収又は合併時の ICT 製品の適正評価，並びに他のマネジメント機能及び決定の実行

に使用することが可能である。 

－ データに関する品質情報は，データソースの選択，データクリーニングを行うことが望ましい時期の

決定，既存のデータ保護が業界の規制を満たすために十分かの判断，及びデータに関するその他の決

定に使用することが可能である。 

－ IT サービスに関する品質情報は，追加訓練の提供，サービス若しくはその提供方法の再設計，又は可

用性若しくは性能の改善に使用することが可能である。 

－ 利用時品質に関する品質情報は，顧客苦情の予測，システムがビジネスに及ぼすリスクの評価，製品

若しくはサービスの改善が必要な側面の特定，又は同じ機能を実行する複数のベンダシステムからの

選択に使用することが可能である。 
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